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≪報告事項≫
（１）意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）
（２）崇城大学と連携した取組みについて
（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について
（４）今後のスケジュールについて
≪協議事項≫
（５）バリアフリーマスタープランの構成について
（６）バリアフリーマスタープランの内容について
（７）キャッチコピーについて
（８）新車両の車内空間・設備（案）について
（９）地域公共交通確保改善事業に関する事業評価の提出について
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（０）はじめに



⚫ バリアフリーマスタープランの構成

⚫ 意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）

⚫ まちあるきワークショップを踏まえた取組方針の整理

⚫ 生活関連施設や経路の設定 ● バリアフリーマップの作成

⚫ 意見聴取結果について（アンケート調査）

⚫ バリアフリーマスタープランの対象範囲や取組方針設定の考え方

⚫ 今後の機運醸成（キャッチコピー等）について

■移動等円滑化推進協議会における協議内容

（０）はじめに
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第
1
回

令
和
３
年
度

R4.2.18

⚫ バリアフリーマスタープランの全体構成の共有
⚫ 基本理念、基本方針等
⚫ 移動等円滑化促進地区選定の基本手順
⚫ 意見聴取（アンケート調査等）の手法

R3.11.2

R4.8.30

⚫ 意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）

⚫ 生活関連施設や経路の設定

⚫ バリアフリーマスタープランの構成・内容について

⚫ キャッチコピーについて

第
２
回

令
和
３
年
度

第
1
回

令
和
４
年
度

第
２
回

令
和
４
年
度

本日

第
３
回

令
和
４
年
度

⚫ マスタープラン（素案）について
⚫ パブリックコメントの実施について 等

R5.2月下旬



（１）意見聴取結果について
（まちあるきワークショップ）

本日の報告事項
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■まちあるきワークショップの実施概要

⚫ 概 要：子育て世代、外国人にとってのバリアを把握するために実施。

事務局にて、事前に点検ルートを設定し、当事者に確認いただくとともに車椅子

疑似体験を実施。

⚫ 日 時：令和４年11月7日（月）

⚫ 参加者：子育て世代、外国人、道路管理者等

班構成 主な検証箇所

子育て世代 ・市民会館
・電停（花畑町、辛島町）
・周辺道路の歩道等
・交差点車椅子

疑似体験

外国人
・市民会館
・電停（花畑町、辛島町）
・桜町バスターミナル

（2）意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）
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【点検ルート】



子育て世代
（ベビーカー）

車椅子使用者
（疑似体験）

外国人 取組アイデア

施
設
種
別

道
路

歩道

◎電停沿いの歩道は広
くて歩きやすい。

△狭い歩道上にお店の
看板や照明灯など障
害物が多い。

◎歩道と車道の段差が
少ない。

△横断勾配が急な箇所
があり危ない。

△溝のがたがたがスト
レス。

-

・歩車道境界に一部で
もスロープがあると
よい。

・まちなかだけでも通
りやすい「やさしい
道」がわかるマップ
があるとよい。

横断
歩道

◎辛島町周辺は軌道が
新しく通りやすい。

△横断歩道橋があるた
め横断歩道が無い箇
所がある。

△信号が短い。 -
・軌道がある交差点は
青時間を長くする、
又は島をつくる。

その他
△案内板や案内表示が
ない。

- - -

■まちあるきワークショップの結果概要

⚫ まちあるきでの主な意見（◎良い点、△改善点）や取組アイデアは以下の通り

（2）意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）

5歩道の照明柱辛島町電停周辺の軌道



■まちあるきワークショップの結果概要

⚫ まちあるきでの主な意見（◎良い点、△改善点）や取組アイデアは以下の通り

（2）意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）
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子育て世代
（ベビーカー）

車椅子使用者
（疑似体験）

外国人 取組アイデア

施
設
種
別

電
停

乗降場

◎スロープに腰壁があ
り安心して利用でき
る。（辛島町）

△転回やすれ違いが難
しい。（花畑町）

△転回できない。
（花畑町）

△系統（A、B）の表
示がすぐに探せない。

-
・交差点から乗り場の
方面がわかりやすい
ように示す。

サイン・
運行情報

△時刻表が奥にあり利
用しにくい。

- - -

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

サイン - -

◎ピクトグラムで補完
されている。

△２階からしか行けな
い乗り場があること
がわかりにくい。

・乗り場への案内を充
実する。

電停ホーム（花畑町）電停スロープの腰壁（辛島町）



■まちあるきワークショップの結果概要

⚫ まちあるきでの主な意見（◎良い点、△改善点）や取組アイデアは以下の通り

（2）意見聴取結果について（まちあるきワークショップ）
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子育て世代
（ベビーカー）

車椅子使用者
（疑似体験）

外国人 取組アイデア

施
設
種
別

市
民
会
館

トイレ

◎広さが十分にある。
△ベビーチェアがない。
△多機能トイレの数が
少ない。

◎多機能トイレ内に手
すりがある。

◎ピクトグラムが統一
されておりわかりや
すい。

・トイレの機能分散を
行う。

案内

◎施設入口付近に案内
図がある。

△授乳室がわかりにく
い。

△案内図の現在位置の
文字がわかりにくい。

-

△注意書き（テプラ）
が日本語のみ。

△トイレの英語表記が
統一されていない。

・案内表記は統一する。
・ピクトグラムを用い
てわかりやすく表示
する。

その他 -
◎会場に車椅子用ス
ペースがある。

- -

車椅子観覧スペース多機能トイレ



本日の報告事項
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（２）崇城大学と連携した取組みについて



【古賀都市計画研究室における研究事例】
道路や建物に関するバリアフリー化状況の実態調査を踏まえ「車いすナビ」アプ

リの提供やARナビを活用したナビゲーション手法等を活用した福祉のまちづくり
手法の提案等に関する研究を実施。

■古賀都市計画研究室との連携

⚫ 崇城大学古賀都市計画研究室ではICT技術等を活用した福祉のまちづくり手法を研究

⚫ 令和5年度以降に予定している生活関連経路の調査やバリアフリーマップの作成等の取組
について崇城大学と連携して検討を進める。

⚫ 産学官連携の取組により、より広い関係者間のバリアフリー化の機運醸成を図る。

（２）崇城大学と連携した取組みについて

9

▼ARナビを活用したナビゲーションシステムの研究▼通りやすい経路を優先的に案内する「車いすナビ」



本日の報告事項
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（３）生活関連施設・生活関連経路
の位置付け状況について



（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について

行政界

■生活関連施設・生活関連経路とは【R3第１回協議会にて提示】

旅客施設を中心とした地区や、相当数の高
齢者、障害者等が利用する施設が集積しそ
れらの移動が通常徒歩で行われる地区等、
面的・一体的なバリアフリー化を促進すべ
き地区。
地区毎に生活関連施設及び経路を位置付け、
地区の特性や課題を踏まえ移動等円滑化に
向けた取組方針等を示す。

移動等円滑化促進地区

高齢者、障がい者等が日常生活又は社
会生活において利用する旅客施設、官
公庁施設、福祉施設、その他施設。

生活関連施設相互間の経路。

生活関連施設

生活関連経路

【バリアフリーマスタープラン】

⇒生活関連施設、経路等の
バリアフリー化を促進
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（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について

■生活関連施設・生活関連経路の設定の考え方【R3第１回協議会にて提示】
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⚫ 【生活関連施設】旅客施設、官公庁、病院、商業施設など、地区内で高齢者や
障害者だけでなく、妊産婦等の多様な来訪者が多い施設について、施設管理者
との協議調整を図りながら関係者等からのご意見を踏まえ設定。

熊本市バリアフリーマスタープラン

【生活関連施設 設定の考え方】

区分 種類 対象規模の目安 施設の例

官公庁

市役所・区役所、役場

全施設

• 市庁舎
• 熊本森都心プラザ
• 小中高大学校

郵便局、銀行

警察署（交番含む）、裁判所

市民センター、コミセン等

教育・
文化施設

図書館

市民ホール、文化ホール

学校（小・中・高等学校）、特別支援学校等

博物館・美術館・音楽館、資料館

保健・
医療・
福祉施設

病院・診療所

延床面積1,000㎡以上

• 熊本医療センター
• 福田病院
• 熊本県総合保健セン

ター総合福祉施設、老人・障がい者福祉施設等

商業施設
大規模小売店舗等 延床面積1,000㎡以上

• アミュプラザ
• 鶴屋 ・城彩苑

複合施設 等
延床面積合計
1,000㎡以上

• イオン熊本中央店

宿泊施設 ビジネスホテル、シティホテル等 延床面積2,000㎡以上 • ホテルキャッスル

公園・
運動施設

公園
都市公園
(街区公園を除く)

• 熊本城
• 水前寺成趣園体育館・武道館その他屋内施設

その他
施設

結婚式場、葬祭場冠婚葬祭に関わる施設 延床面積2,000㎡以上

• パークシティ24ｈ
• 通町バス停

観光施設 全施設

特定路外駐車場 面積500㎡以上

バス停 平均乗降客数100名以上/日

旅客施設
旅客施設
（鉄道駅、鉄軌道駅、バスターミナル）

平均乗降客数100名以上/日
• 熊本駅
• 桜町バスターミナル

※対象規模の目安のほか、各関係者等からのご意見を踏まえ適宜生活関連施設として位置づけ



（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について

■【中心市街地地区（熊本駅周辺）】生活関連施設・生活関連経路

13※：位置付けを協議中

※

※

※

※

※

※

※

※

※



（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について

■【中心市街地地区（通町筋周辺）】生活関連施設・生活関連経路

14※：位置付けを協議中

※
※

※

※ ※

※

※ ※※

※
※

※

※

※

※

※

※

※

※※



（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について

■【水前寺・九品寺地区】生活関連施設・生活関連経路

15※：位置付けを協議中

※

※

※

※

※

※

※※

※

※
※

※

※

※

※

※

※

※
※

※



（３）生活関連施設・生活関連経路の位置付け状況について

■【健軍地区】生活関連施設・生活関連経路

16※：位置付けを協議中

※

※

※

※

※
※

※

※



本日の報告事項
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（４）今後のスケジュールについて



■移動等円滑化促進地区における今後の進め方

⚫ 令和５年２月末ごろ第３回協議会を開催し、４月中にパブリックコメントの実施を予定。

⚫ まちあるきワークショップは今後も継続して実施。

（４）今後のスケジュールについて

６
月

９
月

12
月

３
月

６
月

９
月

３
月

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

主
な
検
討
事
項

協
議
会

協
議
会
設
置

・移動等円滑化
促進地区選定

・課題抽出 等
⇒まちあるき点検①、
アンケート等の実施

・生活関連施設、経路
選定

・取組方針の検討 等
⇒まちあるき点検②、③
関係者との協議・調整

・データ整理
・庁内検討
準備会開催

・素案
とりまとめ

⇒パブコメ等の
実施

・評価、見直し

・具体の事業に関する
調整及び計画作成
（基本構想）等

第1回 第2回

第
三
回

定
例
会

報
告

第
四
回

定
例
会

第
一
回

定
例
会

第
二
回

定
例
会

意
見

報
告

意
見

報
告

意
見

報
告

意
見

庁内検討会を適宜開催

第１回 第２回 第３回

Ｒ4年度～Ｒ3年度～

18

済 済 済

Ｒ５年度～

６
月

１
月

第
三
回

定
例
会

報
告

意
見
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（５）バリアフリーマスタープラン
の構成について



目次構成（第１回協議会から変更後） ※青字は変更箇所

第１章 熊本市バリアフリーマスタープランについて
1.1 策定の背景と目的
1.2 改正バリアフリー法の概要
1.3 位置づけ
1.4 計画期間

第２章 熊本市移動円滑化基本構想の振り返り
2.1 熊本市移動円滑化基本構想の概要
2.2 基本構想に基づく事業の内容
2.3 さらなるバリアフリー推進に向けた課題

第３章 市のバリアフリーに関する現状と課題
3.1 市の概況
3.2 バリアフリーに関する現状
3.3 バリアフリーに関する課題

第４章 バリアフリー化の基本的な考え方
4.1 基本理念
4.2 基本方針

第５章 バリアフリー化に向けた取組方針
5.1 市民（地域）・事業者・行政の連携・協力によるバリアフリー化の推進
5.2 誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化
5.3 市民一人一人が互いに支えあう共生社会の実現に向けた“心のバリアフリー”の促進
5.4 継続的な進行管理と検証・反映による取組の推進やマスタープランの改善

第６章 移動等円滑化促進地区における取組方針
6.1 地区設定の考え方
6.2 地区別の取組方針
6.3 届出制度

第７章 心のバリアフリーに関する取組
7.1 心のバリアフリーの必要性
7.2 心のバリアフリーの推進

第８章 マスタープランの推進
8.1 推進体制
8.2 評価

■バリアフリーマスタープランの目次構成

（５）バリアフリーマスタープランの構成について
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目次構成（第１回協議会にて提示）

第１章 熊本市バリアフリーマスタープランについて
1.1 策定の背景と目的
1.2 改正バリアフリー法の概要
1.3 位置づけ
1.4 計画期間

第２章 市のバリアフリーに関する現状と課題
2.1 市の概況
2.2 バリアフリーに関する現状
2.3 バリアフリーに関する課題

第３章 バリアフリー化の基本的な考え方
3.1 基本理念
3.2 基本方針

第４章 マスタープランの対象範囲や取組方針
4.1 マスタープランの枠組み
4.2 設定の考え方
4.3 バリアフリー化の促進
4.4 地区別バリアフリー方針

第５章 バリアフリー化に関するソフト施策
5.1 心のバリアフリーの推進
5.2 ソフト施策の展開

第６章 届出制度
6.1 届出制度の概要
6.2 届出制度の対象

第７章 マスタープランの推進
7.1 推進体制
7.2 評価



■バリアフリーマスタープランの目次構成

（５）バリアフリーマスタープランの構成について
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目次構成（第１回協議会からの変更箇所） 変更理由

第２章 熊本市移動円滑化基本構想の振り返り
2.1 熊本市移動円滑化基本構想の概要
2.2 基本構想に基づく事業の内容
2.3 さらなるバリアフリー推進に向けた課題

・本市のこれまでのバリアフリー化に関する取
組として、熊本市移動円滑化基本構想
（H16.3）の概要や取組内容を新たに章立て
て記載

第５章 バリアフリー化に向けた取組方針
5.1 市民（地域）・事業者・行政の連携・協力による

バリアフリー化の推進
5.2 誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の

実現に向けたバリアフリー環境の形成強化
5.3 市民一人一人が互いに支えあう共生社会の実現に

向けた“心のバリアフリー”の促進
5.4 継続的な進行管理と検証・反映による取組の推進

やマスタープランの改善

・基本方針に応じた取組方針となるよう章立て
を変更

第６章 移動等円滑化促進地区における取組方針
6.1 地区設定の考え方
6.2 地区別の取組方針
6.3 届出制度

・考え方や取組の対象エリアがわかりやすいよ
う、第５章で取組方針を示し、第６章で促進
地区に関する内容を記載するよう章立てを変
更

第７章 心のバリアフリーに関する取組
7.1 心のバリアフリーの必要性
7.2 心のバリアフリーの推進

・心のバリアフリーは重要項目であるため、具
体的取組等を新たに章立てて記載
※第５章（5.3）では第７章で示す旨記載



本日の協議事項
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（６）バリアフリーマスタープラン
の内容について



■前回までの協議会でいただいたご意見について

（６）バリアフリーマスタープランの内容について
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⚫ まちあるきワークショップの結果の反映に関するご意見と対応は以下の通り。

ご意見

まちあるきワークショップの結果が、具
体箇所の話ではなく総論としてまとめら
れていたため、意見の出た箇所を改修の
対象として管理者に届けてほしい。

対応

【3章】
・まちあるきワークショップの結果の項
目において地図上に問題点を記載する
ように整理しました。（右図参考）

・また、11月のまちあるきワークショッ
プにおいては道路管理者や市民会館の
職員の方にも同席していただきました。
今後とも管理者に声が届くような仕組
みづくりを行ってまいります。

水前寺・九品寺地区の例



■前回までの協議会でいただいたご意見について

（６）バリアフリーマスタープランの内容について

ご意見 対応

建築物のバリアフリー化に関する助成制度等による移動円
滑化推進をお願いしたい。

【5章】
・建築物補助に関する取組内容を記載。

施設のバリアフリー化のみならず、その施設までの経路の
バリアフリー化が重要。
ルート設定後に、経路の問題を検証していくことが必要。

【５章】
・生活関連経路の優先的なバリアフリー化について記載。
・継続したまちあるきワークショップの実施により経路の問題を
点検していくことを記載。

障がい者の生活の基盤となる住宅の確保をお願いしたい。
【５章】
市全域での取組方針として住環境面のバリアフリー化推進を記載。

自宅から公共交通を利用して目的地まで移動することを想
定し、「バスに乗るまで」又は「バスを降りてから」の経
路のバリアフリー化が重要である

【６章】
・駅やバス停等を生活関連施設として設定し、駅やバス停から他
の生活関連施設までの経路を生活関連経路として設定。

⚫ 生活関連施設・生活関連経路に関するご意見と対応は以下の通り。

24



■前回までの協議会でいただいたご意見について

（６）バリアフリーマスタープランの内容について
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ご意見 対応

公共交通利用の際には、車両自体のバリアフリー化だけでな
く、停留所等も含め乗るまでの検証が必要。

【５章】
・公共交通に関するバリアフリー方針を記載

雨天時は車椅子や杖を使用していると 傘が使えない、タイル
が滑るなどのご意見があると思う 。雨天時の公共交通利用に
も配慮してほしい。

【５章】
・公共交通に関するバリアフリー化方針にて上屋（屋根）の
設置について記載。

公共交通利用者の利便性向上のために、夜間のスロープ付き
車両や運行時間の固定化についても取り組んでほしい。

【5章】
・居住誘導区域共通の取組方針にて、対応方針を記載。

雨の日や体調が悪い日はどうしてもタクシーが必要となる。
UDタクシーの導入の促進も進めてほしい。

【5章】
・タクシーに関するバリアフリー方針を記載

⚫ 公共交通に関するご意見と対応は以下の通り。
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ご意見 対応

誰もがアクセスしやすい利用環境が重要。

【5章】
・バリアフリーマップについて取組内容等について記載。

施設だけでなく経路の情報も提供してほしい。

市民意見を受け付けて反映出来るような仕組みが望ましい。

バリアフリー情報の蓄積が重要。

バリアフリーマップの更新にかかる労力が簡素化されるような
方法を検討してはどうか。

更新の方法を具体化しておくことが重要

既存のオープンデータやシステムと連携することで便利になる
のではないか。

多様なご意見を踏まえ、 「ここは段差に引っかかりやすいので
注意が必要」などの注意点もマップに示してはどうか。 ・バリアフリーマップの詳細な仕様を検討する際の項目としま

す。化学物質過敏症等の方に配慮して、バリアフリーマップ上に喫
煙所の位置を示してほしい。

⚫ バリアフリーマップに関するご意見と対応は以下の通り。
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ご意見 対応

心のバリアフリーという考え方を普及して、実現に
繋げてほしい。

【７章】
心のバリアフリーの取組内容を記載。

心のバリアフリー認定制度（観光庁）の活用推進を
してほしい。

⚫ 心のバリアフリーに関するご意見と対応は以下の通り。



（６）バリアフリーマスタープランの内容について

移動円滑促進地区

重点整備地区

生活関連経路

地区 移動等円滑化促進地区の設定

概要 面的・一体的なバリアフリー化の方針

定める
事項

◼ 促進地区の位置及び区域
◼ 生活関連施設及び経路
◼ 心のバリアフリーに関すること
◼ 促進地区内における基本的な方針

地区 重点整備地区の設定

概要
重点的・一体的にバリアフリー化を推進す
るための具体的な事業を位置づけた計画

定める
事項

◼ 重点整備地区の位置及び区域
◼ 生活関連施設及び経路
◼ バリアフリー推進のために実施すべき

特定事業に関する事項
◼ 重点整備地区における基本的な方針

⚫ バリアフリーマスタープラン ⚫ 基本構想

■バリアフリーマスタープランと基本構想の関係性

⚫ 今回策定する、バリアフリー
マスタープランは新たに移動
等円滑化促進地区を設定し、
面的・一体的なバリアフリー
化の方針を設定。

⚫ 令和5年度以降に策定予定の基
本構想においては、重点整備
地区を設定し、地区内におけ
る具体事業の内容を設定。

今回策定 令和5年度以降

中心市街地地区、水前寺・九品寺地区、健軍地区 28
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位置付け

計画期間 図１-３ マスタープランの位置づけ

• マスタープランは、バリアフリー法第24条の２に規定される「移動等円滑化促進方針」として策定。
• 「熊本市第7次総合計画」で定める都市像「上質な生活都市」を実現していく役割を担うとともに、福

祉及び都市の両分野での個別計画との整合を図る。

• 計画期間は、令和５年度（2023年度）から令和14年度（2032年度）までの10年間。
• 令和9年度（2027年度）に中間評価を行う。
• まちあるきワークショップを継続して実施し、課題への対応状況等について随時情報の更新を行う

など成長する計画とする。

障がい者・高齢者等の福祉に関する計画

等

都市整備・交通に関する計画

等

熊本市地域福祉計画

熊本市障がい者生活プラン

くまもとはつらつプラン

熊本市子ども輝き未来プラン

熊本市都市マスタープラン

熊本市立地適正化計画

熊本地域公共交通計画

熊本市中心市街地活性化基本計画

熊本市第７次総合計画

熊本市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）

連携

整合 整合



（６）バリアフリーマスタープランの内容について
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■本市におけるバリアフリーマスタープランの特徴①

⚫ まちあるきワークショップを継続実施し、施設や経路に関する問題点や改善状況について
随時更新することで「見える化」し、成長する計画とする。

まちあるきワークショップの結果
（水前寺・九品寺地区の例）

まちあるき

課題抽出

課題抽出

課題抽出

まちあるき

まちあるき

改善

改善

「見える化」
（計画等への随時反映）

「見える化」
（計画等への随時反映）

まちあるきワークショップの継続実施による
バリアフリー化推進のイメージ

多様な参加者による
まちあるきワークショップ

参加者の例①
・障がい者団体等
・商店街関係者
（疑似体験）
・市関係部署

参加者の例②
・障がい者団体等
・小中学校
・大学
・市関係部署

参加者の例③
・障がい者団体等
・その他市民
・市長
・市関係部署



バリアフリーマスタープランの内容について
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■本市におけるバリアフリーマスタープランの特徴②

⚫ バリアフリー化に向けた具体事業を推進

⚫ 心のバリアフリー推進に向けて、新たに関係者の連携体制を構築

具体事業の例①

具体事業の例②

具体事業の例③

具体事業の例④

●バリアフリーマップの作成
各施設のバリアフリー情報や

、各施設を接続する経路に関す
る情報を集約したバリアフリー
マップを作成（既存アプリベン
ダーへの施設・経路情報提供）
により、誰もが自立した日常生
活及び社会生活を送ることを効
果的に支援する。

下通の状況

●バス停ベンチ等の設置推進
誰もが移動しやすく暮らしや

すいバリアフリー環境をつくる
ため、バス停等においてベンチ
等の休憩施設の設置を官民連携
して推進する。
また、通行者の動線や歩道の

幅員を確保するとともに、安全
性を確保します。

ベンチのイメージ

●誰もが安全に移動できるアーケード環境
の整備
視覚障害者誘導用ブロックの設置に関し

ては、許可車両進入時の安全性確保等の課
題を抱えていることから、商店街等と連携
し課題解決に向けた検討など、誰もが安全
に移動できるバリアフリー環境の整備を推
進。

他都市の事例

●商店街（事業者等）と連携した心のバリアフリー推進

バリアフリーマップのイメージ

「社内研修等への出前講座（障
がい者・認知症サポーター制度等
）の活用」、「まちあるきワーク
ショップへの参加」や「心のバリ
アフリー認定制度の周知・認定勧
奨」等により、商店街と連携した
心のバリアフリーを推進する。

観光施設における
心のバリアフリー認定制度

（観光庁）
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熊本市移動円滑化基本構想の概要

交通バリアフリー法に基づき、平成16年（2004年）３月に
熊本市移動円滑化基本構想 を策定し、バリアフリー化の重点的・
一体的な推進を実施。
旧基本構想では、「熊本駅周辺地区」及び「健軍町電停周辺地

区」を移動円滑化のための重点整備地区として設定。

熊本駅周辺地区

健軍町電停周辺地区

基本構想に基づく事業の内容

基本構想に基づき計画した熊本駅前広場、駅舎、道路整備事業
、信号機等のバリアフリー化事業は全て完了。

さらなるバリアフリー推進に向けた課題

今後は改正されたバリアフリー法に基づく取組を推進するとと
もに、バリアフリー化を重点的に進めていく地区の拡大を図り、
全市的にさらなるバリアフリー化を図っていく必要がある。



■第３章 市のバリアフリーに関する現状と課題

バリアフリーマスタープランの内容について
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市の概況

• 人口減少、高齢化率上昇。
• 要介護認定者数の増加。
• 障がい者手帳保持者数の増加。

バリアフリー化に関する現状・課題

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道駅（車両含む）

バス停（車両含む）

タクシー乗り場（車両含む）

道路・歩道

信号機・横断歩道

公共施設（市役所・支所、図書館等）

医療・福祉施設（病院、福祉センター等）

商業施設（スーパー、家電量販店等）

宿泊施設（ホテル、結婚式場等）

公園、運動施設

観光施設（熊本城、水前寺成趣園等）

駐車場

共同住宅（マンション、賃貸アパート等）

それぞれの施設を利用する際の満足度

満⾜ やや満⾜ どちらともいえない やや不満 不満 利用しないのでわからない 無回答・不明

n=709

12.0% 38.6% 49.1%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「心のバリアフリー」の認知状況

よく知っている 聞いたことはある 知らない 無回答・不明 n=709

電停のバリアフリー化 避難所のバリアフリー化

視覚障害者誘導用ブロック設置 インクルージブ遊具整備 官民連携の取組（Wedoくまもと）

公共交通、建築物、道路、都市公園等のそれぞれの
施設管理者がバリアフリー推進に関する取組を実施し
ているが医療・福祉・商業施設・公共施設等について
は「満足・やや満足」の傾向がある一方、公共交通機
関や道路等については「不満・やや不満」の傾向があ
る。
また、「心のバリアフリー」については「よく知っ

ている」が約１割、「聞いたことはある」が約4割、
「知らない」が約５割と認知度が低い。



■第４章 バリアフリー化の基本的な考え方

バリアフリーマスタープランの内容について

34

基本理念

だれもが 移動しやすく 暮らしやすい
「おたがいさま」で支えあう 上質な生活都市

基本方針

基本方針①
市民（地域）・事業者・行政の

連携・協力によるバリアフリー化の推進

基本方針②
誰もが移動しやすく暮らしやすい

多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化

基本方針③
市民一人一人が互いに支えあう

共生社会の実現に向けた“心のバリアフリー”の促進

基本方針④
継続的な進行管理と検証・反映による
取組の推進やマスタープランの改善
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基本方針①について

面的・一体的なバリアフリー化の推進においては、市民（地域）・事業者・行政の三者が互い
に連携、協力し、総合的に取組を展開していくことが重要。市民の自発的な活動の支援や、事業
者等との連携や協力による民間建築物等のバリアフリー化を促進。

【具体的内容】

●建築物のバリアフリー化促進
• やさしいまちづくり条例に基づく建築計画の事前協

議、審査、検査（特定建築物・特別特定建築物）
• 促進地区内における既存建築物のバリアフリー改修

支援の検討
• 促進地区内における建築物と道路の段差解消の仕組

み検討

●まちあるきワークショップ等の実施

• まちあるきワークショップを継続して実施し、ハー
ド整備と心のバリアフリーの両方を推進

●バリアフリー情報の集約と提供

• バリアフリーマップ等の情報提供施策により、自立
した生活を支援。

バリアフリーマップイメージ

【具体的な事業の例】

●バリアフリーマップの作成
大学や民間事業者と連携し、各施

設に横断するバリアフリー情報や各
施設を接続する経路も含めた情報を
一元的に収集・整理し、バリアフリ
ーマップの作成・提供を行います。

市民（地域）・事業者・行政の連携・協力によるバリアフリー化の推進



市全域

停留所
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基本方針②について

⚫ 市全域においては、面的・一体的なバリアフリー化を推進。特に防災面・交通安全面・住環
境面のバリアフリー化を推進

⚫ 居住誘導区域においては、特に、公共交通のバリアフリー化を推進
⚫ 移動等円滑化促進地区においては、生活関連施設及び生活関連経路の優先的にバリアフリー

化を推進

居住誘導区域共通の取組方針

公共交通面におけるバリアフリー化

地区特性を踏まえた取組事項

地域特性、生活関連施設・経路、取組
方針、法定の届出に関する事項 等

市域共通の取組方針

防災面・交通安全面・住環境面におけ
るバリアフリー化など

市民やあらゆる関係者が、理念
や基本方針のもと、考え方を共
有し、自立と共生のまちづくり
に向けバリアフリー化を促進。

多くの方が日常的に訪れる地域拠点や、そ
れらを結ぶ利便性の高い公共交通沿線にお
いては、多核連携都市づくりの基幹である
公共交通面でのバリアフリー化が重要。

地区特性やアンケート結果等から、多く
の方が利用する施設が集積し市民ニーズ
も高く、取組による効果が特に高い。

基本理念

基本方針

移動等円滑化促進地区

居住誘導区域（都市機能誘導区域＋公共交通沿線）

市 全 域＝マスタープラン対象範囲 ≪生活関連施設≫

高齢者、障がい者等が日常生活又

は社会生活において利用する旅客

施設、官公庁施設、福祉施設、そ

の他施設。

≪生活関連経路≫

生活関連施設相互間の経路。

誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化
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基本方針②について

【具体的内容】

●市民意見等を踏まえた取組方針に基づく整備の推進
各生活関連施設や生活関連経路のバリアフリー化の促進に向け、国の移動等円滑化基準や移

動等円滑化整備ガイドライン、収集した市民意見等を踏まえて、施設種別のバリアフリー方
針を整理。

道路の整備事例

道路（歩道等）のバリアフリー方針の例
・歩道の段差やがたつき、傾きを解消。
・移動の連続性に配慮した視覚障害者誘導
用ブロックを敷設。

・植栽や電柱等の再配置、電線類地中化な
どにより必要な幅員の確保に努める。等

建築物のバリアフリー方針の例
・道路と建築物の移動の連続性に配慮し、
段差の解消や視覚障害者誘導用ブロック
の設置等による移動の円滑化を図る

（道路管理者と連携）
・主要な出入口は、自動ドアなどの通行し
やすい扉とし、十分な幅を確保する（
80cm以上）

・多様な利用者への適切な対応について、
職員の教育を実施し、案内やサポート等
の対応を充実する。

誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化
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基本方針②について

【具体的な事業の例①】

●ベンチ等の休憩施設の設置推進
バス停等においてベンチ等の休憩施設の設

置を官民連携して推進します。
また、通行者の動線や歩道の幅員を確保す

るとともに、安全性を確保。

【具体的な事業の例②】

●誰もが安全に移動できるアーケード
上通・下通・新市街・健軍等のアーケード内

において誰もがが安全に移動できるバリアフ
リー環境の整備を推進。
視覚障害者誘導用ブロックの設置に関しては

、許可車両の進入等安全面の課題を抱えている
ことから、商店街等の関係者と連携し課題解決
に向けた検討を進めます。
さらには、グリーンスローモビリティの検討

など新たな移動手段の創出も視野に入れ検討を
推進。

ベンチのイメージ 上通の様子

誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化

グリーンスローモビリティ
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基本方針②について

【具体的な事業の例③】
●熊本市電停改良計画の整備優先度の見直しについて
• これまで平成22年3月策定「熊本市電停改良計画」に基づき電停のバリアフリー化を推進。
• 計画策定から約13年が経過しており、バリアフリー法の改正や各電停の利用者数等が変動。
• マスタープラン策定を契機として、電停改良事業の整備優先度見直しを行うもの。
• 下記の評価項目と配点（100点満点）により評価を行った。

誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化

評価項目Ⅰ：過去3年間の平均電停利用者数（1日当りの乗降者数）【50点】

◆バリアフリー新法に基づく基本方針における次期目標として、鉄軌道駅においては、2025年度（R7年度）までに「
3,000人以上/日の施設及び基本構想の生活関連施設に位置付けられた2,000人以上/日の施設を原則100％」と設定され
ていることから、評価項目とした。

◆2,000人以上、3,000人以上でラインを設定し、5,000人以上を50点として5点刻みとした。
◆2,000人未満の電停については、2,000人以上の40点を基準に、人数比で案分し、電停ごとに点数を設定した。

評価項目Ⅱ：現況での車いす利用【20点】

◆現時点で車いす利用ができない電停を優先的に整備していく必要があると考え、評価項目とした。

評価項目Ⅲ：移動等円滑化促進地区内外【30点】

◆バリアフリーマスタープランにおける移動等円滑化促進地区は、面的、一体的なバリアフリー化を推進すべき地区として位
置付けられており、その地区内にある電停は、生活関連施設への起点となり、特にバリアフリーへの配慮が必要であること
を考慮し、評価項目とした。

※バリアフリー基準の有効幅員1.5ｍ以上を満たしていなくても、有効幅員1.0ｍ以上は車いすの通行は可能であるも
のとして取り扱う。
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基本方針②について

【具体的な事業の例③】
●熊本市電停改良計画の整備優先度の見直しについて
• 前頁の評価項目と配点を踏まえ、評価点の合計点数が高い順に、（A、B、C、D）の4段階

にランク分けを行った。

誰もが移動しやすく暮らしやすい多核連携都市の実現に向けたバリアフリー環境の形成強化

※整備優先度については、その後の予備設計による実現性検討や関連事業の進捗に応じ、調整を図るものとする。
※現在１４電停整備済。商業校前・健軍校前の２電停は計画中。

【Ⅰ：50点、Ⅱ：20 点、Ⅲ：30点　】

利用者数 配点 可否 配点 箇所数 配点

26 健軍町 5,236 50 ○ 0 ○ 30 80.0 1

12 水道町 3,155 45 ○ 0 ○ 30 75.0 2

15 味噌天神前 810 16.2 × 20 ○ 30 66.2 3

17 国府 742 14.8 × 20 ○ 30 64.8 4

9 花畑町 1,597 31.9 ○ 0 ○ 30 61.9 5

25 健軍交番前 560 11.2 × 20 ○ 30 61.2 6

18 水前寺公園 984 19.6 ○ 0 ○ 30 49.6 7

22 神水交差点 934 18.6 × 20 × 0 38.6 8

4 祇園橋 403 8.0 ○ 0 ○ 30 38.0 9

B9 西辛島町 334 6.6 ○ 0 ○ 30 36.6 10

5 呉服町 722 14.4 × 20 × 0 34.4 11

7 慶徳校前 629 12.5 × 20 × 0 32.5 12

B5 段山町 578 11.5 × 20 × 0 31.5 13

B6 蔚山町 551 11.0 × 20 × 0 31.0 14

21 八丁馬場 472 9.4 × 20 × 0 29.4 15

B3 本妙寺入口 385 7.7 × 20 × 0 27.7 16

B4 杉塘 201 4.0 × 20 × 0 24.0 17

B2 県立体育館前 162 3.2 × 20 × 0 23.2 18

B7 新町 722 14.4 ○ 0 × 0 14.4 19

早期に整備の実現性につ
いて別途検討を行い、優先
的に整備に取り組むもの。

上記以降に整備の実現性
について別途検討を行うも
の。

計画の進捗状況を考慮しな
がら整備の実現性について
別途検討を行うもの。

上記以降に取り組むもの。

Ⅲ．移動等円滑化促進地区内外

A

B

C

D

整備優先度ランク

整備優先度　配点表 評　価　項　目

評価点数
［点］

順位
［位］電停

番号
電停名称

Ⅰ．過去3年間の平均
電停利用者数（人/日）

Ⅱ．現況での車いす利用



■第５章 バリアフリー化に向けた取組方針

バリアフリーマスタープランの内容について

41

基本方針③について

⚫ 基本方針③「市民一人一人が互いに支えあう共生社会の実現に向けた“心のバリアフリー”
の促進」に向けて、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、お互いに理解を深め
支え合い、自然に生活できるよう、心のバリアフリーについての啓発事業等を推進。

⚫ 心のバリアフリーに関する具体的内容については「第７章 心のバリアフリーに関する取組
」に示す。

基本方針④について

⚫ 基本方針④「継続的な進行管理と検証・反映による取組の推進やマスタープランの改善」を
実現するため、社会情勢や市民ニーズの変化、関連計画の見直し等を踏まえ、計画的・継続
的なマスタープランの改善を図る。

⚫ マスタープランの改善に関する具体的内容については「第8章 マスタープランの推進」に
示す。

市民一人一人が互いに支えあう共生社会の実現に向けた“心のバリアフリー”の促進

継続的な進行管理と検証・反映による取組の推進やマスタープランの改善
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地区設定の考え方

熊本市立地適正化計画を踏まえ、概
ね都市機能誘導区域の中で以下の条件
を勘案して移動等円滑化促進地区を設
定する。

①地区の特性
・障がい者・高齢者等の人口
・旅客施設の乗降客数
・生活関連施設候補数
・特定道路の有無 等

②市民アンケート調査
・よく利用される地区・施設

③協議会でのご意見
・協議会での促進地区選定に関するご意見

熊本市バリアフリーマスタープラン

【生活関連施設 設定の考え方】

区分 種類 対象規模の目安 施設の例

官公庁

市役所・区役所、役場

全施設

• 市庁舎
• 熊本森都心プラザ
• 小中高大学校

郵便局、銀行

警察署（交番含む）、裁判所

市民センター、コミセン等

教育・
文化施設

図書館

市民ホール、文化ホール

学校（小・中・高等学校）、特別支援学校等

博物館・美術館・音楽館、資料館

保健・
医療・
福祉施設

病院・診療所

延床面積1,000㎡以上

• 熊本医療センター
• 福田病院
• 熊本県総合保健セン

ター総合福祉施設、老人・障がい者福祉施設等

商業施設
大規模小売店舗等 延床面積1,000㎡以上

• アミュプラザ
• 鶴屋 ・城彩苑

複合施設 等
延床面積合計
1,000㎡以上

• イオン熊本中央店

宿泊施設 ビジネスホテル、シティホテル等 延床面積2,000㎡以上 • ホテルキャッスル

公園・
運動施設

公園

都市公園
(街区公園を除く)

• 熊本城
• 水前寺成趣園体育館・武道館その他屋内施設

その他
施設

結婚式場、葬祭場冠婚葬祭に関わる施設 延床面積2,000㎡以上

• パークシティ24ｈ
• 通町筋バス停

観光施設 全施設

特定路外駐車場 面積500㎡以上

バス停 平均乗降客数100名以上/日

旅客施設
旅客施設
（鉄道駅、鉄軌道駅、バスターミナル）

平均乗降客数100名以上/日
• 熊本駅
• 桜町バスターミナル

生活関連施設の設定の考え方

【生活関連経路設定の考え方】
①各地区の起点となる「旅客施設」からの
アクセス動線に配慮し、「旅客施設」と「
旅客施設以外の生活関連施設」を結ぶ経路

②各地区内の回遊性、ネットワークに配慮
し、生活関連施設間を結ぶ経路

※対象規模の目安のほか、各関係者等からのご意
見を踏まえ適宜生活関連施設として位置づけ
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地区別の取組方針（中心市街地地区）

中心市街地地区（熊本駅周辺）

中心市街地地区（通町筋・桜町）

【地区の特徴と課題】
公共施設や商業施設、教育施設等が集積しており、都

市機能が充実している地区。
通町筋周辺では、桜町地区市街地再開発事業によりバ

スターミナルや周辺のバリアフリー化が完了しています
が、上通、下通、新市街等の商店街において視覚障害者
誘導用ブロックが未整備。

【取組方針】
・集積する商業施設等の生活関連施設、及び公共交通機
関から生活関連施設までの生活関連経路において、ハ
ード・ソフト両面からの一体的なバリアフリー化を推
進する。

・アーケード内において、誰もが安全に移動できるバリ
アフリー環境の整備を推進します。

・熊本市の中心部や熊本城などの観光地周辺において、
案内の充実によるさらなる賑わい創出と回遊性向上を
目指す。

・商店街と連携し、心のバリアフリーを推進。
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地区別の取組方針（水前寺・九品寺地区）

水前寺・九品寺地区

【地区の特徴と課題】
水前寺・九品寺地区は、JR新水前寺駅と熊本市電の

水前寺電停を中心とした公共交通の利便性が非常に高い
地区。
駅等の主な施設や幹線道路においてはバリアフリー化

が進んでいるものの、歩道のない狭隘な経路等も存在。
経路と施設の一体的なバリアフリー化が必要。

【取組方針】
・商業施設や医療施設、公共施設等の生活関連施設及び
公共交通機関から生活関連施設までの生活関連経路に
おいて、ハード・ソフト両面からの一体的なバリアフ
リー化を推進。

・地区の軸となる公共交通におけるバリアフリー化を推
進し、他地区からのアクセスにおける利便性を向上。

・水前寺成趣園等の観光地周辺において、わかりやすい
案内を行い、回遊性の向上を図る。
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地区別の取組方針（健軍地区）

健軍地区

【地区の特徴と課題】
健軍商店街をはじめとする商業施設や市民病院等の医

療施設、東区役所等の公共施設が立地し、多様な生物や
自然環境を有する江津湖や動植物園などが隣接する、都
市の利便性と自然が調和した地区。
主要な道路においては旧基本構想における特定事業に

基づき概ねバリアフリー化。一部区間における視覚障害
者誘導用ブロック未整備や健軍町電停の降車ホームにお
いてはホームの幅が狭く車椅子使用者が利用できない状
況となっていること等、施設・経路間の一体的なバリア
フリー化が必要。

【取組方針】
・商業施設や医療施設、公共施設等の生活関連施設及び
公共交通機関から生活関連施設までの生活関連経路に
おいて、ハード・ソフト両面からの一体的なバリアフ
リー化を推進。

・アーケード内において、誰もが安全に移動できるバリ
アフリー環境の整備を推進します。

・電停におけるバリアフリー化を推進し、他地区からの
アクセスにおける利便性を向上します。

・商店街と連携し、心のバリアフリーを推進。
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届出制度

⚫ これまで本市においては、「熊本県やさしいまちづくり条例」に基づき一定規模以上の建築
計画に対する事前協議制度によりバリアフリー化を推進。
⇒プラン策定後は、事前協議時の項目として、建築物と道路の段差解消に関する事項追加

届出対象のイメージ

地区
届出の対象となる施設 届出の範囲

（接続部分）旅客施設 道路
中心市街地地区
（熊本駅周辺）

熊本駅 熊本駅白川口駅前広場 駅と駅前広場

熊本駅新幹線口駅前広場 駅と駅前広場

熊本駅前電停 熊本駅白川口駅前広場 電停と駅前広場

二本木口電停 熊本高森線 電停と道路
田崎橋電停 熊本高森線 電停と道路
祗園橋電停 河原町細工町５丁目第２号線 電停と道路

届出の対象施設及び範囲（一部抜粋）

⚫ バリアフリー法において、移動等円滑化促進地区で
は旅客施設と道路が接する部分について、工事等を
実施する場合は、開発行為・建築行為等に着手時に
市への事前届出が義務付けられている。
⇒マスタープラン策定により新たに届出義務が発生

⚫ 届出内容に対し、必要な措置の実施を要請行うこと
で、バリアフリー化に配慮した事業内容への調整を
図る。
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心のバリアフリーの必要性

誰もがが安心して日常生活や社会生活を送るためには、施設や設備のバリアフリー化をはじ
めとするハード面の整備のみならず、私たちの心や生活に存在するバリア（障壁）を取り除く
ための「心のバリアフリー」が不可欠。
バリアを取り除くためには、相互にコミュニケーションを取ることを通じて、どのような困

りごと（バリア）が生活の中で生じているのか、そのとき周囲の人はどのように行動すべきな
のかといったことを知り、お互いの理解を深め、共感し、バリアを誰もが自分事として捉える
必要がある。
「障害の社会モデル」をふまえながら、ひとりひとりが「心のバリアフリー」の必要性を理

解するとともに、バリアを解消していくための具体的な行動を起こし、共生社会の実現に向け
て社会の側を変容していく必要がある。

【心のバリアフリーを体現するためのポイント】
（ユニバーサルデザイン２０２０行動計画）

1. 障がいのある人への社会的障壁（利用しにくい施設・設備、観念等）を取り除くのは社会の
責務であるという「障害の社会モデル」を理解すること。

2. 障がいのある人（及びその家族）への差別（不当な差別的取扱い及び合理的配慮の不提供）
を行わないよう徹底すること。

3. 自分とは異なる条件を持つ多様な他者とコミュニケーションを取る力を養い、すべての人が
抱える困難や痛みを想像し共感する力を養うこと。
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心のバリアフリーの推進

【取組方針】
心のバリアフリーの概念や必要性が広く浸透するよう、啓発事業等の取組をさらに推進。
推進にあたっては、市民、事業者等全ての方が心のバリアフリーについて理解していただけ

るよう取り組むこととし、とりわけ、幼少期から心のバリアフリーの概念に触れることが重要
と考えられることから、小中学校等での教育に心のバリアフリーに関する学習等をこれまで以
上に取り入れる。

【取組の例】※赤字は新規取組
○学校における心のバリアフリーに関する学習等
教育委員会との新たな取組、総合的な学習の時間等での出前講座（障がい者・認知症サポーター制度等）
の活用、手話の理解促進と普及に向けた機会の創出・パンフレットの配布 等

○商店街ほか事業者（施設設置管理者）等に対する啓発等
社内研修等での出前講座（障がい者・認知症サポーター制度等）の活用、障がい者サポート企業・団体認
定制度の周知、観光施設における心のバリアフリー認定制度（観光庁制度）の周知・認定勧奨 等

○その他
市政だよりほか広報媒体を通じた啓発、市職員研修、地域・学校・事業者（施設設置管理者）・行政参加
によるまちあるきワークショップ（疑似体験含む）、バリアフリーマップの作成 等

障がい者サポーター研修・出前講座の様子
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推進体制

継続した取組の推進（スパイラルアップ）を図るため、学識、施設管理者及び住民等で構成する「熊本
市移動等円滑化推進協議会」にて関係団体とも意見交換を行いながら検討を進める。

評価

計画策定（Plan）後のバリアフリー化の実施（Do）を受けて、その結果を評価（Check）し、必要に
応じて改善（Action）を行うといったPDCAサイクルにより、現状に即した計画となるよう継続的に見直
し。

バリアフリー化の取組状況の確認にあたっては、本
市で毎年実施している「熊本市第７次総合計画市民ア
ンケート」のバリアフリーに関する項目等を評価指標
とする。

【７総市民アンケートのバリアフリーに関する項目】
✓ 障がいや病気の有無に関わらず、健やかでいきいきと暮らしていると感じる
市民の割合

✓ 中心市街地が安全で快適に歩行し滞在できると感じる市民の割合

庁内体制
の構築

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

住民参加と
意見の反映

協議会の
設置・運営

PLAN
(計画)

PLAN
(計画)

DO
(実施)

DO
(実施)

DO
(実施)

熊本市バリアフリーマスタープラン

移動等円滑化
基本構想

バリアフリー化の更なる推進を
図るため、関係者との調整が整
い次第、施設、経路、車両等に
関する具体的な事業を位置付け
る基本構想の作成も予定

P

D

C

A

CHECK
(評価)

CHECK
(評価)

ACT
(改善)

ACT
(改善)

PLAN
(計画)
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評価

前頁の定性的な評価に加え、国の基本方針に示されたバリアフリー化目標を踏まえ、本市
の進捗状況を定量的に評価。

▼国が示した各施設等の主な目標



本日の協議事項

51

（７）キャッチコピーについて
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（７）キャチコピーについて
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⚫ 全６９件応募があったキャッチコピーのうち、各部門における優良作品は以下のとおり。

⚫ 今後、市民投票を経て優秀作品を選定。受賞者は熊本市長による表彰を予定。

【募集要項】

１．募集作品
バリアフリーのまちづくりを市民

全員で一緒になって進めていくこと
を簡潔かつ印象的に表現したもの。

２．応募資格
市内に住むか通勤・通学をする方

３．審査
「小学生の部」、「中学生の部」

、「一般の部」３つの部門ごとに、
優秀作品を選ぶ。

➢ いつでも どこでも 「いき」やすく

➢ ほんの少しの優しさで

みんなが笑顔になる街 くまもと市

➢ 「楽しもう」 好きなときに やりたいことを

➢ 協力しよう 豊かな未来へ つなぐため

➢ 助けあい 支えあい 笑いあえる街

➢ みんなで作り、守ろう住みやすい街

➢ バリアフリーで当たり前に生活できる街づくり

➢ 街も心も躓きなし！

➢ 「この街、バリアフリー」

➢ 支え愛、どこでも心に バリアフリー

➢ 思いやりの 心で住み良い まちづくり

➢ 支えあう みんながやさしい ぼくの町

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
の
部
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（８）新車両の車内空間・設備（案）について
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（８）
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（９）地域公共交通確保改善事業に関する
事業評価の提出について
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（９）地域公共交通確保改善事業に関する事業評価の提出について
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⚫ マスタープラン策定に関する事業実施に当たっては、国土交通省「地域公共交通確保維持
改善事業費補助金（地域公共交通バリアフリー化調査事業）」を活用している。

⚫ 「地域公共交通確保維持改善事業実施要領」において、補助金活用事業の実施状況につい
て本協議会にて確認及び評価を行い、国土交通省へ報告することが定められている。

⇒次頁以降の報告資料①～③にて報告予定

実施項目 実施内容 評価

関連計画及び取組、促進地区
における課題や特性の整理

「バリアフリーマスタープラン（案）」を作成するために、市の関連計画
や取組、促進地区における課題や特性の整理を行うもの。

A

バリアフリーマスタープラン事業
に関する事項の整理

「バリアフリーマスタープラン（案）」に盛り込む事業計画や心のバリア
フリーに関する啓発に関する事項の整理を行うもの。

A

バリアフリーマスタープラン
（案）の作成

移動等円滑化推進協議会における意見や、令和3年度に実施したアンケート
調査などにより明らかになったバリアフリー化に関する課題などを踏まえ
移動等円滑化促進地区、生活関連施設、経路及び取組などを含む「バリア
フリーマスタープラン（案）」の検討・作成を行うもの。

A

移動等円滑化推進協議会の運営
関係者間での協議・調整や合意形成の円滑化・効率化を図るため、有識者、
利用者関係、公共交通事業者、行政関係者、施設設置管理者等から構成す
る協議会を設置し、ご意見等いただきながら策定に向けた検討を行うもの。

A

【評価基準】
A：事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された
B：事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった
C：事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった

▼事業計画と評価（案）



65

（８）地域公共交通確保改善事業に関する事業評価の提出について

報告資料①

報告資料②
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（８）地域公共交通確保改善事業に関する事業評価の提出について

報告資料③


